知らせと は 云え、 その 怖し さと 云ったら ありません。 

r ァァ 有りが たや。 末世と は大の イツ ヮリ。 神仏 は あ 

る ものよ。 怖し や、 有りが たや」 

つま. 

と 隠居 は 財布の ヒモを ほどいて、 定めのお 初穂 

百 二十 文 敬々 しく 差 上げて 立ち 帰りました。 ところが 

待て ど 暮らせ ど 失せ物 は 現れません。 七日 はおろ か、 

ついに 一周忌が くると いうのに、 現われなかった ので 

損の 上の 損 



かじょ ラ 

妙 庵 先生、 下情に 通じてい るば かりで なく、 一通り 

は 古典に も 通じ、 また オランダ 渡りの 鑑識に も 通じて 

おります。 話 をき いて 打ち 笑い、 

「盗人に 追い銭と は そのこと。 さて は 山伏に はかられ 

ましたな」 

「いいえ。 自然に 御幣が うごき 御燈 明が 消えた フシ ギ 

はゥソ ではありません」 

「それ はゴ マ 壇に カラク リが あるので す。 ちかごろ 仕 

掛け 山 K と 申して な。 ゴマ 壇に カラク リを id 掛けて フ 



シギを 見せて 金 をと る 悪い 奴が でて いるので すよ。 松 

はリ まの じょう 

田 播磨掾 の カラク リ 人形 を 御存知な いかな。 白紙の 

人形が 人手 を ふれずに 土 佐 踊り をす るので すが、 仕掛 

け 山伏 はこの カラク リを 応用いた してお る。 御幣 をた 

てた 壺の 中に 生きた ドジ ヨウが 入れて あるので す。 錫 

杖で 壇 を 打 つ から ドジ ョ ゥが驚 いて 騒ぎます。 そこで 

御幣が う) J く。 山伏 は 錫杖 で 壇 を 打った でしよう が」 

「打ち ましたが、 それで 御燈 明が 消えた わけで は ござ 

いません」 

「それ はな。 燈 明の 台に は 砂時計の 仕掛けが ほどこし 

て ある。 小さな 孔 があって、 定まった 時間に 定まった 



した。 店の 中央の 土間に 風呂桶 をす えての ことです か 

ら、 屋根裏の クモの 巣 を 払って いる 小僧の 耳に 至る ま 

で クマな くひび き 渡ります。 

「疑われち ゃァ 迷惑 だね え。 あの 婆ァ のへ ソクリ が 盗 

める ぐらいなら エンマの ガマ 口が 楽に すれら ァ。 八ッ 

当りって 云う が、 八つ 恨みに 呪い を かけられ ちゃ ァ命 

がち、 V まるな。 ェェ。 神サ マ仏サ マよ。 オン 敵 退散。 

清めた まえ」 

神仏に 気勢 を かけて 力の 限り 屋根裏の 煤 を 払う と、 

ポ トリと 上から 落ちて きた ものが ありました。 これ を 

手に とりあげて 改めます と、 



「ァ レ。 銀 包み だ。 これ ぞ婆ァ の 銀 包み だぜ。 ァ ァラ、 

フシ ギゃ。 有りが たや。 ざま ァ 見や がれ、 ク ソ婆ァ め」 

と、 銀 包み を 握って 婆さんの 前に 龃 けつけ て 手の 中の 

物 を 突き だして 見せました。 

「さ ァ、 どう だ。 人 を 疑る の も ほど/ \ にしろ、 だ。 

盗まれない 物 は チャンと 出て くる ぞ」 

小僧 は 威張りた てて 隠居に 恨み を 晴らし ましたが、 

これ を 見て、 折れる どころ か、 隠居の 顔 は 一段と 蒼 ざ 

めて ひきしま リ、 

「これ は どこから 出て きた かえ」 

「屋根裏の 棟木の 間から 落ちて きました よ。 鼠が ひい 



ぐらい は 物の 数で は ござるまい。 このような 鼠の イタ 

ズラは 世間に よく ある ことです」 

「口が しこい こと を 仰 有っても、 私 やもう、 だまされ 

ません よ」 

「私が だました ことがある ようで 恐縮 だな ァ。 これよ、 

小僧さん。 御 当家に は 有るまい から、 御 近所で 年代記 

を かりてき なさい。 ャ、 ありがとう。 ェェ と。 人皇 第 

三十 七 代孝徳 天皇 大化 元年 十二月 大晦日。 これ だ。 ご 

らんなさい。 鼠の 引越し。 ここに チャンと でて いる」 

「物の 本 なぞに 何が でて いたつ て絵ソ ラゴト です よ。 

実物 を 見な き や ァ问が B 用で きる もんです か」 
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